
［出典］厚生労働省健康局「標準的な健診・保健指導プログラム【改定版】p9 

◆地域集団全体について、健診データをはじめ、レセプトデータ、介護保険データ、そ
の他統計資料等に基づいて健康課題を分析し、その集団においてどのような生活習慣病
対策に焦点をあてるか、優先すべき課題はなにか、明確化を図ることが必要です。 

  保健事業（健診・保健指導のPDCAサイクル） 

〔データ分析〕 
集団全体の健康問題の特徴をデータから分析。 

〔健康課題の明確化〕 
集団の優先的な健康課題を選択。 

どのような疾病にどれくらい医療費を要しているか、より高額な医療費の原因は
何か、それは予防可能な疾患なのか等を検討。 

〔目標の設定〕 
最も効果が期待できる課題を重点的に対応すべき課題として目標を設定。 

例えば、「糖尿病の有病者を＊＊％減少させる」等、できる限り数値目標とし、事
業終了後の評価ができる目標を設定。 

計画（Plan） 

実施（Do） 

評価（Check） 

改善 
（Action） 

生活習慣病の有病者・予備群の減少 
生活習慣病関連の医療費の適正化 

〔保健指導対象者の明確化〕 

検証結果に基づく、
課題解決に向けた
計画の修正。 
 

健康課題をより明
確にした戦略的取
組の検討。 
 

〔効率的・効果的な保健指導の実施〕 
支援方法・優先順位等を検討。 
対象者のライフスタイルや行動変容の準備状態
にあわせた学習教材を用意。 
確実に行動変容を促す支援を実践。 

〔保健指導の評価〕 

検査データの改善度、行動目標の達成度、生活
習慣の改善状況等を評価。 

よ
り
効
率
的
・効
果
的
な
方
法
・内
容
に
改
善 

あなたの自治体の優先的な健康課題は・・・ 
 

どういう成果をあげるか、その目標は・・・ 

疾病と食事、地域の関係をみる ７ 



疾病の状況をみてみる 

  都道府県別（患者住所地）高血圧性疾患、高脂血症、虚血性心疾患患者の状況 
 （人口10万対） 

 高血圧性疾患、高脂血症、虚血性心疾患の患者数がどういう状況にあるのか、糖尿
病、糖尿病腎症、新規透析導尿の患者数がどういう状況にあるのか、それぞれの関連
について、他県の状況もあわせてみましょう。 
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高血圧性疾患 
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  虚血性心疾患 
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  高脂血症 

※ 年齢調整をしていない値なので都道府県間の比較等の解釈をする場合には注意を要する 

［資料］厚生労働省「平成21年地域保健医療基礎統計」 



 
 
 
あなたの自治体の循環器疾患や糖尿病等主要疾患の状況からみえてくる 
健康課題の特徴は・・・ 
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新規透析導入患者数 新規導入患者数のうち、糖尿病腎症による新規透析導入患者数の割合 

  都道府県別糖尿病腎症患者数（人口10万対） 

  都道府県別新規透析導入患者数（人口10万対）、 
 そのうち糖尿病腎症による新規透析導入患者数の割合 

（％） 

［資料］新規透析導入患者の状況は、社団法人日本透析医学会統計調査委員会「わが国の慢性透析療法の現況 
    （2010年12月31日現在）CD-ROM版」表50、76 

  都道府県別（患者住所地）糖尿病の総患者数（人口10万対） 
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［資料］厚生労働省「平成21年地域保健医療基礎統計」 

［資料］新規透析導入患者の状況は、社団法人日本透析医学会統計調査委員会「わが国の慢性透析療法の現況 
    （2010年12月31日現在）CD-ROM版」表50、76 

※ 年齢調整をしていない値なので都道府県間の比較等の解釈をする場合には注意を要する 



特定健診の結果から身体状況をみてみる 

  肥満者（BMI25以上）の割合 

男性 女性 

  血圧高値（収縮期血圧140㎜Hg以上）の割合 

  高齢者のやせ（BMI20以下）の割合 

男性 女性 

男性 女性 

 特定健診の結果については、翌年の11月までに社会保険診療報酬支払基金へ報告さ
れることとなっており、特定健診の対象となる40～74歳の特定健診データが年間約
2,000万人分収載されています。特定健診データを用いることで、循環器疾患・糖尿
病対策を考えるときのヒントを得ることができます。 

［出典］平成24年度厚生労働科学研究補助金「生活習慣病予防活動・疾病管理による健康指標に及ぼす影響と医療費適正化効果に関する研究」 
           （研究代表・者津下一代） 「地方自治体による効果的な健康施策展開のための既存データ（特定健診データ等）活用の手引きp83,85,88 

※ 年齢調整済みの値 



  中性脂肪高値（300mg/dL以上）の割合 

  LDLコレステロール高値（160mg/dL以上）の割合 

  血糖高値（空腹時血糖126mg/dL以上）の割合 

特定健診結果のデータからみえてくるあなたの自治体の健康課題の特徴
は・・・ 
 
 

男性 女性 

男性 女性 

男性 女性 

［出典］平成24年度厚生労働科学研究補助金「生活習慣病予防活動・疾病管理による健康指標に及ぼす影響と医療費適正化効果に関する研究」 
           （研究代表・者津下一代） 「地方自治体による効果的な健康施策展開のための既存データ（特定健診データ等）活用の手引きp83,85,88 

※ 年齢調整済みの値 



［出典］厚生労働省「平成22年国民健康・栄養調査報告」p56 

あなたの自治体の平成24年の野菜摂取量とその順位は・・・ 
 

男性：     ｇ/日、    位  女性：    ｇ/日、      位 

男性（20歳以上） 女性（20歳以上）

都道府県 平均値（g/日）* 都道府県 平均値（g/日）*

1 長野県 379 1 長野県 353

2 新潟県 360 2 山梨県 336

3 山形県 352 3 福井県 335

4 福島県 350 4 山形県 334

5 福井県 349 5 新潟県 327

6 山梨県 343 6 島根県 321

7 群馬県 329 7 福島県 318

8 宮城県 324 8 群馬県 312

9 栃木県 324 9 宮城県 308

10 島根県 324 10 茨城県 305

11 岩手県 321 11 富山県 305

12 茨城県 318 12 栃木県 303

13 熊本県 316 13 岩手県 301

14 岡山県 314 14 愛媛県 301

15 富山県 313 15 埼玉県 300

16 秋田県 311 16 高知県 299

17 石川県 311 17 千葉県 297

18 埼玉県 311 18 鹿児島県 294

19 奈良県 309 19 石川県 292

20 鹿児島県 307 20 東京都 291

21 静岡県 304 21 秋田県 291

22 高知県 303 22 静岡県 287

23 広島県 302 23 熊本県 287

24 三重県 301 24 神奈川県 285

25 宮崎県 299 25 岡山県 282

26 東京都 299 26 滋賀県 280

27 神奈川県 298 27 兵庫県 278

28 鳥取県 294 28 岐阜県 276

29 京都府 293 29 青森県 275

30 岐阜県 293 30 三重県 274

31 青森県 292 31 京都府 272

32 千葉県 291 32 宮崎県 272

33 愛媛県 288 33 愛知県 271

34 兵庫県 287 34 大分県 269

35 愛知県 286 35 奈良県 268

36 福岡県 284 36 広島県 267

37 和歌山県 282 37 北海道 264

38 滋賀県 282 38 鳥取県 263

39 大阪府 280 39 福岡県 260

40 山口県 280 40 大阪府 260

41 長崎県 274 41 山口県 259

42 大分県 272 42 長崎県 258

43 北海道 272 43 佐賀県 253

44 佐賀県 270 44 沖縄県 249

45 沖縄県 266 45 和歌山県 243

46 香川県 266 46 徳島県 241

47 徳島県 245 47 香川県 229

全国 301 全国 285
* 年齢調整した値 * 年齢調整した値
* 小数第1位を四捨五入 * 小数第1位を四捨五入
※順位については小数第2位の値を用いて評価 ※順位については小数第3位の値を用いて評価

0 100 200 300 400 500 

（g/日）

0 100 200 300 400 500 
（g/日）

  都道府県別野菜摂取量の状況 

地域と食事の関係をみてみる 

 野菜や食塩などの摂取量には、都道府県別でみると違いがみられます。 
 野菜の摂取量は、最も多い県と最も少ない県で100ｇ以上の差がみられ、食塩の摂
取量では、3ｇ以上の差がみられます。 



男性（20歳以上） 女性（20歳以上）

都道府県 平均値（g/日）
* 都道府県 平均値（g/日）

*

1 山梨県 13.3 1 山梨県 11.2

2 青森県 13.0 2 福島県 11.0

3 福島県 13.0 3 茨城県 10.9

4 福井県 12.9 4 鳥取県 10.9

5 山形県 12.7 5 青森県 10.9

6 長野県 12.5 6 山形県 10.8

7 宮城県 12.5 7 群馬県 10.8

8 栃木県 12.5 8 長野県 10.7

9 島根県 12.5 9 宮城県 10.7

10 茨城県 12.4 10 福井県 10.7

11 和歌山県 12.4 11 栃木県 10.6

12 群馬県 12.4 12 埼玉県 10.5

13 石川県 12.3 13 島根県 10.5

14 埼玉県 12.2 14 千葉県 10.5

15 新潟県 12.2 15 石川県 10.4

16 神奈川県 12.1 16 和歌山県 10.3

17 三重県 12.1 17 富山県 10.3

18 奈良県 12.1 18 神奈川県 10.3

19 鳥取県 12.0 19 滋賀県 10.1

20 静岡県 12.0 20 東京都 10.1

21 岩手県 12.0 21 三重県 10.1

22 千葉県 12.0 22 鹿児島県 10.0

23 秋田県 11.9 23 新潟県 10.0

24 富山県 11.9 24 岩手県 10.0

25 広島県 11.8 25 愛媛県 10.0

26 愛媛県 11.8 26 北海道 10.0

27 長崎県 11.7 27 兵庫県 10.0

28 東京都 11.7 28 静岡県 10.0

29 北海道 11.6 29 奈良県 9.9

30 岡山県 11.5 30 高知県 9.9

31 京都府 11.5 31 愛知県 9.9

32 鹿児島県 11.5 32 秋田県 9.9

33 兵庫県 11.5 33 京都府 9.8

34 愛知県 11.5 34 山口県 9.8

35 岐阜県 11.4 35 広島県 9.7

36 福岡県 11.4 36 長崎県 9.7

37 滋賀県 11.4 37 宮崎県 9.7

38 高知県 11.4 38 岐阜県 9.7

39 宮崎県 11.3 39 福岡県 9.6

40 徳島県 11.3 40 岡山県 9.6

41 熊本県 11.2 41 大分県 9.6

42 山口県 11.2 42 熊本県 9.6

43 大阪府 11.1 43 大阪府 9.5

44 大分県 11.1 44 佐賀県 9.3

45 香川県 11.0 45 香川県 9.2

46 佐賀県 10.9 46 徳島県 9.2

47 沖縄県 9.5 47 沖縄県 8.1

全国 11.8 全国 10.1
* 年齢調整した値 * 年齢調整した値
* 小数第2位を四捨五入 * 小数第2位を四捨五入
※順位については小数第3位の値を用いて評価 ※順位については小数第3位の値を用いて評価

0 5 10 15 

（g/日）

0 5 10 15 

（g/日）

  都道府県別食塩摂取量の状況 

あなたの自治体の平成24年の食塩摂取量とその順位は・・・ 
 

男性：    ｇ/日、    位  女性：    ｇ/日、      位 

［出典］厚生労働省「平成22年国民健康・栄養調査報告」p57 



食料品へのアクセス状況をみてみる 

  食料品アクセスマップ 

 現在、高齢者の増加、食料品店の減少の状況の下で、いわゆる「フードデザート（食
料砂漠）」、「買い物難民」、「買い物弱者」問題が顕在化しつつありますが、生鮮食
料品販売店舗までの直線距離が500m以上で、自動車を保有しない人口を推計すると、
910万人（7.1％）、うち高齢者（65歳以上）は350万人（13.5％）と推計されてい
ます。 
 都道府県別でみると、生鮮食料品販売店舗までの距離が500m以上で、自動車を保有
しない人口割合が最も高いのは長崎県で10.6％、最も低いのは東京都で4.1％となって
います。 

［資料］農林水産省 農林水産政策研究所「食料品アクセス問題の現状と対応方向」（平成24年３月）   
 
あなたの自治体で、生鮮食料品販売店舗までの距離が500m以上で、自動車を保有しな 
 

い人口の割合は・・・     ％ 
 

あなたの自治体における生鮮食料品販売店舗へのアクセス状況についての課題は・・・ 

 
 
 

食料品アクセスマップとは、2分の1地域メッシュ（約500m
四方の区画）という非常に小さな単位ごとに、生鮮品販売店舗
への徒歩でのアクセスが困難である人口割合を推計したもので
ある。ここでの「生鮮品販売店舗への徒歩でのアクセスが困難
である」とは、生鮮品販売店舗から直線距離で500m以上であ
ることとしている。 

長崎県 東京都 
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［出典］厚生労働省「平成23年国民健康・栄養調査」p29 
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価格が高い 

生鮮食料品店への 

アクセスが不便 

①買い物をするお店 

までの距離が遠い 

②買い物に行くまで 

の交通の便が悪い 

（交通手段がない） 

③買い物ができる 

時間にお店が 

開いていない 

生鮮食品を買って 

も調理できない 

上記の理由で入手を 

控えたり、入手が 

できなかったことはない 

総数 

（4,342） 

20-29歳 

（203） 

30-39歳 

（581） 

40-49歳 

（683） 

50-59歳 

（737） 

60-69歳 

（996） 

70歳以上 

（1,142） 

（%） 

＊ 

＊ 

『生鮮食料品店へのアクセスが不便』の割合は、 

「①買い物をするお店までの距離が遠い」、「②買い物に行くま
での交通の便が悪い」、「③買い物ができる時間にお店が開い
ていない」という選択肢のうち、１つ以上に回答した者から算出 

 生鮮食品（野菜、果物、魚、肉等）をふだん入手（買い物等）している者の割合は、
男性36.3％、女性83.8％であり、40～60歳代女性では９割以上ですが、男女とも
20歳代でその割合が最も低くなっています。 
 また、ふだん生鮮食品を入手している者のうち、この1年間に、生鮮食品の入手を控
えたり、入手できなかった理由として、「価格が高い」と回答した者の割合が最も高
く、30.4％であり、20～40歳代では４割を超えています。 

［出典］厚生労働省「平成23年国民健康・栄養調査報告」p30 

参考 

 生鮮食品（野菜、果物、魚、肉等）をふだん入手（買い物等）している者の割合 

 生鮮食品（野菜、果物、魚、肉等）の入手を控えたり、入手ができなかった理由 



地域と食事の関係をみてみる 

  総消費支出と食料費の年次推移 

 （１世帯当たり年平均１カ月間の消費支出－二人以上の世帯） 

  食料費の内訳の年次推移 
 （１世帯当たり年平均１カ月間の消費支出－二人以上の世帯） 

 年平均１ヶ月間（二人以上の世帯）の食料費は、昭和38年の１万5600円から平成24年 
では６万7500円と増加しており、総消費支出に占める食料費の割合では、昭和38年の
38.7％から平成24年では23.6％と約15％減少しています。また、食料費の内訳をみる
と、総食料費に占める割合は、穀類では経年的に減少しており、外食は増加しています。 

あなたの自治体の 
食料費の総額は・・・      円 
 

総消費支出に占める食料費の割合は・・・        ％ 

（円） 

（円） 

［資料］総務省「家計調査」 
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１人当たりの県民所得 食料費 

  都道府県別、１人当たりの県民所得と食料費 

（円） （円） 

 １人当たりの年間県民所得は、東京都が最も高く390万7千円、高知県で201万7千円となっ
ています。また、年間の食料費の金額は、東京都が最も高く102万9779円、沖縄県が最も
低く73万961円となっています。 

［資料］１人当たりの県民所得は、内閣府経済社会総合研究所「平成21年度県民経済計算年報」 
     食料費は、総務省「平成23年家計調査」 
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  都道府県別食料費の内訳（二人以上の世帯（平成24年平均）） 

［資料］総務省「家計調査（平成24年平均）」 

あなたの自治体で、他県に比べ、 
食料費に占める割合が多い品目は・・・ 
 



  都道府県別、年間の調理食品の支出金額 

  都道府県別、年間の野菜・海藻類の支出金額 

（円） 

（円） 

［資料］総務省「平成23年家計調査」 

  都道府県別、年間の外食の支出金額 
（円） 

 年間の食料費に占める金額が高い「外食」と「調理食品」と「野菜・海草類」に 
ついて都道府県別でみてみると、外食における年間の支出金額が最も高いのは東京都
で23万4125円、最も低いのは青森県で10万5964円となっており、12万8161円
の差があるなど特徴がみられます。 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

東
京

都
 

岐
阜

県
 

埼
玉

県
 

徳
島

県
 

高
知

県
 

長
野

県
 

石
川

県
 

愛
知

県
 

神
奈

…
 

栃
木

県
 

茨
城

県
 

大
阪

府
 

佐
賀

県
 

福
岡

県
 

大
分

県
 

静
岡

県
 

富
山

県
 

宮
崎

県
 

香
川

県
 

奈
良

県
 

鹿
児

…
 

山
梨

県
 

京
都

府
 

広
島

県
 

岡
山

県
 

兵
庫

県
 

熊
本

県
 

福
島

県
 

福
井

県
 

三
重

県
 

千
葉

県
 

全
国

 

群
馬

県
 

秋
田

県
 

新
潟

県
 

岩
手

県
 

宮
城

県
 

滋
賀

県
 

山
形

県
 

愛
媛

県
 

北
海

道
 

和
歌

…
 

島
根

県
 

長
崎

県
 

山
口

県
 

沖
縄

県
 

鳥
取

県
 

青
森

県
 

参考 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

静
岡

県
 

東
京

都
 

福
井

県
 

山
梨

県
 

高
知

県
 

神
奈

…
 

富
山

県
 

福
島

県
 

石
川

県
 

愛
知

県
 

大
阪

府
 

埼
玉

県
 

京
都

府
 

群
馬

県
 

栃
木

県
 

茨
城

県
 

新
潟

県
 

佐
賀

県
 

滋
賀

県
 

千
葉

県
 

広
島

県
 

宮
城

県
 

奈
良

県
 

兵
庫

県
 

徳
島

県
 

鳥
取

県
 

岡
山

県
 

山
形

県
 

香
川

県
 

宮
崎

県
 

岐
阜

県
 

福
岡

県
 

長
野

県
 

全
国

 

岩
手

県
 

沖
縄

県
 

熊
本

県
 

島
根

県
 

和
歌

…
 

愛
媛

県
 

大
分

県
 

鹿
児

…
 

三
重

県
 

秋
田

県
 

山
口

県
 

長
崎

県
 

青
森

県
 

北
海

道
 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

東
京

都
 

京
都

府
 

神
奈

…
 

岩
手

県
 

宮
城

県
 

千
葉

県
 

静
岡

県
 

新
潟

県
 

秋
田

県
 

山
形

県
 

埼
玉

県
 

奈
良

県
 

滋
賀

県
 

兵
庫

県
 

富
山

県
 

大
阪

府
 

山
梨

県
 

福
島

県
 

石
川

県
 

愛
知

県
 

群
馬

県
 

広
島

県
 

茨
城

県
 

北
海

道
 

青
森

県
 

福
岡

県
 

栃
木

県
 

福
井

県
 

長
野

県
 

鳥
取

県
 

三
重

県
 

佐
賀

県
 

全
国

 

島
根

県
 

徳
島

県
 

香
川

県
 

和
歌

…
 

沖
縄

県
 

鹿
児

…
 

高
知

県
 

大
分

県
 

岐
阜

県
 

熊
本

県
 

愛
媛

県
 

長
崎

県
 

山
口

県
 

宮
崎

県
 

岡
山

県
 



地域の特性を踏まえて、 
食事の実態とからだの実態を結びつけてみてみる 

 健診結果からみえてきた身体状況の改善を図るには、食事のどこに課題があるのか、ど
ういう食事にすればよいのか、栄養素や食品の摂取量だけでなく、食べ方や地域の食習慣
も含めて、からだと食事のそれぞれの実態を結びつけて考えてみる必要があります。健診
結果から得られる実態、統計データから得られる実態、地域住民の生活を観察することで
得られる実態等を総合的にとらえ、その関連を整理してみましょう。 

（参考）健康日本２１（第二次）の栄養・食生活の目標設定の考え方 
－生活の質の向上及び社会環境の質の向上を図るための、栄養状態、食物摂取、食行動、食環
境の目標設定の構造（例）－ 

［出典］厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会・次期国民健康づくり運動プラン策定専門委員会 
     「健康日本２１（第二次）の推進に関する参考資料」p92 

  食事の実態とからだの実態を考えてみるための構造（例） 

個の食習慣背景の構造 

［出典］松下拡・熊谷勝子「健康日本２１と地域保健計画」p22 



脳血管

疾患

心疾患

腎臓病

からだの実態 個人（家）の食習慣

寺院・神社

江戸時代

からの大

規模な新

田開発

国の

政策

農協の

指導

稲作

畑作

水

海

川

池

平野

山林

五
穀
豊
穣

炭水化物

アルコール

（全国1位）

※1

たんぱく質

脂質

塩分

（全国1位）

※1

栄養

高血糖

高血圧

高脂血

高尿酸

肥満

糖尿病

※1：国民栄養調査、都道府県ランキングにおいての新

潟県の順位

※2：家計調査H21～23年平均

※3：家計調査H20～22年平均

食品ランキング（都道府県県庁所在地ランキング）

生産量・購入金額順位

地域の特性

根菜（全国1位）

野菜（全国2位）

豆類（全国2位）

塩鮭（全国1位）

豚肉（全国3位）

もち（全国3位）

米菓（全国1位）

米粉（全国1位）

酒（全国1位）

親鸞聖人

上陸

高田城

保存食

（和菓子）

（笹もち）
奉納

食品※2

食塩（全国2位）

みそ（全国15位）※3

しょうゆ（全国10位）

砂糖（全国8位）※3

カレールウ（全国1位）

粘膜がん

（胃がん・大腸がん）

要
介
護
・要
医
療

味覚

米

法要・祭
飲酒やお茶のみの機会

が多い

雪
（日本有数の

豪雪地帯）

田畑

保存食

（野菜）

（魚）

祝い事の

食事

赤飯

笹寿司

刺身

お頭付き

紅白まん

じゅう

など

酒の

蔵元

（15軒）

社会環境の変化

・コンビニ、スーパーの増加

・食堂、レストランの増加

・酒類の販売店の増加

・宅配サービスの増加

・農協等による地産地消の推進

仕事と生活リズム

・農家数8,189戸（平成23年市政要覧）

・自宅畑で野菜を作っている人が多い。

・たくさん作って近所、親戚、友人に配る。
・夜勤等で昼夜逆転になる。

人づきあい

・ぐるぐる順番のお茶飲み。

・冬は雪が多いのでお茶飲みしてい

る。

・お茶飲みで品数少ないと悪い。

・人が集まると酒を出さないと悪い。

地域とのつながり

・昔は「両隣り三軒隣組」で助

け合っていた。

・お互いに田畑の手伝いに行

きあい、昼食や小びりをふる

まった。

炭水化物の多い食品

・白いご飯が一番好き。おいしい。

・1年中もちを食べる。

・麺食べても最後に一口ご飯食べ

たい。

・祭や祝い事には必ず赤飯、笹ずし、

おこわ、もち。

・酒が好き、楽しみ。人が集まると

酒を飲む。

・1合くらいなら飲まなくてもいい。

・飲む量は言わんない。

保存食・塩分の多い食品

・しょっぱいもんが好き。

・甘じょっぱくないとうんまくない。

・野菜料理は煮物か漬物。

・ご飯には必ず漬物。

・お茶のみにも必ず漬物。

地場でとれる食品

・野菜はヘルシー、体にいいから

いっぱい食べる。

・山菜は保存していつでも食べる。

（乾燥、冷凍、瓶詰め）

・野菜と山菜の天ぷらは皿いっぱい

2・3日分揚げる。

・刺身は酒のつまみで必ず食べる。

・魚をバケツいっぱいもらう。

食べ方

B市（新潟県） 

A町（北海道） 

［提供資料］新潟県Ｂ市 

［提供資料］北海道Ａ町 



地勢
C温泉郷…山代・山中

片山津
橋立漁港
山・水田・農地（自家栽培）

気候
夏…高温多湿 真夏日も多い
冬…低温多湿 積雪あり

地勢・風土
死亡状況

早世からみた死亡（64歳以下）
男18.0％ 女13.7％

Ｈ22年齢調整死亡率より
心疾患 60.6％ 県内７位
脳血管疾患 38.0％ 県内９位
糖尿病 7.6％ 県内 ２位

市国保で被保険者 21,244人の内

H23年度5月に受診した者 9,221人の状況

生活習慣病での受診者数は

5,270人（57.2％）

内訳（重複有）

糖尿病 2,203人 41.8％
高血圧 3,655人 69.4％
虚血性心疾患 1,048人 19.9％

人口透析者数

健診の状況 H22年度法定報告より（異常の値の割合）

血糖値

HbA1c

中性脂肪
拡張期血圧
収縮期血圧

ALT(GPT)

尿酸
LDLコレステロール

24.8％ 県内４位

70.3％
24.0％
17.8％
36.9％
15.3％ 県内１位

9.9％ 県内４位
53.5％ 県内５位

・地域の行事や祭り
四季にわたり祭礼があり、各

家庭で親戚、知人を招き、ご馳
走を食べお酒を飲む（よば
れ）。

・節目の行事
初老や還暦などの厄年や米寿

等節目に餅を配ったり、お祝い
をする。

・預金講
近所や同年等仲間で集まり、

宴会や旅行での付き合いや、葬
儀等での助け合いがある。

行事・風習

・城下町として栄え、茶道、能
楽、生花等の芸事が浸透

・伝統工芸の山中塗の産地として
繁栄

・古九谷が焼かれていた。

・江戸時代、北前船の寄港地とし
て、文化や食材が流通した。

歴 史

地域の繋がりもあり、飲食の機会

冠婚葬祭の贈物・お礼返し
お酒、ビール券（香典返し）
菓子（饅頭や洋菓子）
もち、赤飯

贈与金（せん別・祝儀・香典等）

石川県全国３位（全国消費実態調査）

集まりの席
飲食がつきもの
お菓子
酒、ビール
ジュース、コーラ
郷土料理

人づきあい

食品や食べ方

C市の地場産物（収穫量）

（平成23年度南加賀農林総合事務所調べ）

１位 米

２位 梨

３位 ひらめ・かれい
４位 ぶどう

５位 にんじん
６位 かぼちゃ

７位 あじ
８位 大豆
９位 大条大麦
10位 すいか

健診受診者の食習慣
（平成23年度特定健診）

朝食なし(週3回以上)8.6％
就寝前の食事あり(週3回以上)

14.6％
夕食後の間食あり(週３回以上)

12.2％

妊婦の食習慣
・3食食べていない妊婦14.6％
・野菜を食べる頻度
毎食25.1%  1日2食31.2％
1日1食35.9％食べない4.1％
(平成23年度妊娠届出時母子健康シート)

・バランスのよい食事の妊婦
22.2％

(平成23年度妊娠期パパママ教室）

平成２３年度県民栄養調査

脂肪エネルギー比率
25.5%

１日の食塩摂取量
男性 11.2ｇ
女性 10.0ｇ

１日の野菜摂取量
295ｇ

◎糖（炭水化物）が多い

◎塩分が多い

◎飲酒が多い

◎魚介類が多い

◎根菜類が多く

葉野菜が少ない

◎夜に偏る飲食

健康課題（からだの実態）

来客には茶菓子

ねりきり2個 砂糖36ｇ ようかん2切れ 砂糖45ｇ

郷土料理

ふくらぎの刺身100g１０切れ
エネルギー 256Kcal
しょうゆ大さじ１ 塩分2.6ｇ

柿の葉ずし
１枚 塩分 0.4ｇ

砂糖 2.3ｇ
アルコール

中ジョッキ 1杯 日本酒 1合

アルコール20ｇ

糖分15ｇ

アルコール21.6ｇ

糖分9ｇ

砂糖
しょうゆ
（砂糖入）

味付け酢
（砂糖入）

漬物のもと
塩（全国食品

ランキング 7位）

血管の傷みに影響を
与える摂取状況

人口 73,013人 (H23.4.1現在）

高齢化率 26.8％
約６割が第３次産業に従事
飲食店･宿泊業従事者

14.9％
女性の就業率 57.1%

(H22年 国勢調査）

人口と就労

総務省 家計調査(県庁所在地）

（平成２１～２３年平均）

れんこん １位
さつまいも ２位
すし弁当・すし外食 ２位
パン（食パン・調理パン以外）２位
もち ２位
和菓子 1 位

チョコレート １位
カステラ ２位
アイス ３位

飲酒代 2位
清酒 5位
ビール 7位

全国食品ランキング（購入額）

糖

油

アルコール

生鮮魚介類 １位
かれい・かに・いか ２位

よく飲食される食品の特徴
介護の状況

第２号被保険者の要支援・要介護認定者の原因疾患
脳血管疾患 ５２．８％

油揚げ・がんもどき ３位
冷凍食品 ３位
ぶり ２位

（石川県）

H19 H20 H21 H22 H23

147人 159人 173人 174人 170人

C市（石川県） 

山林に囲まれた盆地

田畑の面積が狭い→斜面の利用

室内栽培

寒暖の差が大きい

昼夜の気温差大（冬は凍みる！）

雨・雪、降水が少ない
↓

山間部での水路の確保

第一次産業就業者（１割以下）

第三次産業就業者多い(約６割）

第１位 飲食料品の卸・小売業

↓

就業者の勤務時間の多様性

平成15年9月１日１市２町が合併

地区により工業地区･商業地域・温泉地区・

山間部に分かれる。

郷土料理（粉物文化）

おやき、うどん、すいとん汁、薄焼き

交通網発達

通勤、生活(食材流通等）の

利便よくなる

家族形態の変化

核家族化と１世帯の家族数減少

温泉地区の高齢化独居の増加

地勢・風土

産業

歴史

果物
(地勢風土より）

りんご

もも

ぶどう

野菜・きのこ
旬野菜

えのき・しめじ

穀類
小麦粉

麺

食品

粉物文化
調理済購入

麺類

おやき

薄焼き（お好み焼き）

油でおいしく食べる
おやき

薄焼き

天ぷら

ごま和え

マリネ

サラダ

保存文化
（砂糖・塩）

果物

旬野菜

食べ方

味覚
旨味が好き

砂糖

油

味噌

塩

炭水化物多い

穀類
（麺・粉物･パン）

野菜

砂 糖

油

塩

栄養素
死亡状況 （H２０県衛生年報より）

悪性新生物 国・県より高い

(人口10万対 289）
★すい臓がんの増加

心血管疾患 国･県より低い

(人口10万対 154)

脳血管疾患 国より高く、県より低い

(人口10万対 147.7）

治療状況 （H２３年１月国保診療分より）

・医療費 県内 ２位/１９市

・生活習慣病の治療率 約３割 県より高い

男性26.3% 女性28.6% 全体27.5%

・人工透析者の糖尿病罹患率

（H22グラフで見る○県国保より）

男性 ６位/１９市 、女性 1位/1９市（トップ）

健診結果 （H22県国保保健事業実施状況より）

保健指導判定値以上の割合

・BMI （２５以上） ２位/19市

●腹囲（男85cm､女90cm以上） ２位/19市

・中性脂肪 （150mg/dl以上） ４位/19市
●空腹時血糖（100mg/dl以上） ４位/19市

代謝

・第三次産業(サービス業）就労者

労働時間延長と食リズム、食べ方の変化

からだの実態

穀 類

※主食的

調理済食品の利用

おにぎり、麺類

調理パン、中華まん

お好み焼き

【自家製漬物の糖分と塩分】 100g当たり

糖 塩

なすの辛子漬 30~60ｇ 2~13ｇ

きゅうりしょうゆ漬 15~25ｇ ５ｇ

野沢菜醤油漬 ９ ｇ ７ｇ

奈良漬 30~49ｇ ４~５ｇ

梅干し 10ｇ 10ｇ

あんず砂糖漬 40~70ｇ

杏ジャム 70~80ｇ

◎ 内臓脂肪の蓄積→ 分泌される悪い物質が増える

↓

血管の炎症や血栓を作り易くする状態をおこす

◎ 高血糖 → 糖化たんぱくがおこり、血管内皮が傷つき

動脈硬化をおこす

※太い血管から細い

血管に枝わかれした

血管を持つ

臓器(脳･心臓)では

特に動脈硬化を

起こしやすい。

穿通枝

（細動脈0.2ｍｍ）

中大脳動脈
（３ｍｍ）

大動脈（ 25ｍｍ） 冠動脈

（4ｍｍ）

大動脈弁

血圧

右１本 左２本

【調理済食品の糖と脂】

糖 脂

ﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾝ１個 31ｇ 22g

中華まん1個 25ｇ 8g
（あんまん）

旬には砂糖20kgを

大袋で購入する

5

6 234

1

糖分の量を調べてみました

内臓脂肪と高血糖どちらも血管が傷む

D市（長野県） 

［提供資料］長野県Ｄ市 

［提供資料］石川県Ｃ市 



E市（岐阜県） 

F市（熊本県） 

［提供資料］岐阜県Ｅ市 

［提供資料］熊本県Ｆ市 



 
あなたの自治体について、地域の特性を踏まえて、食事の実態と 
からだの実態の関連を構造的に整理してみてみると・・・ 
 
 
 
 
 

G町（沖縄県） 

［提供資料］沖縄県Ｇ町 



参考 

［出典］内閣府「食育ガイド」p2 

食の“つながり”に着目し、なにが
重要で、なにに取り組むかを考える 

［出典］内閣府「地域の特性を生かした市町村食育
推進計画づくりのすすめ」p9 

 食育の推進では、内閣府作成の食育ガイドに、「食育の環」（下の左図）が示されてい
ます。 
 自然のなかで育った食べものは、収穫され、加工され、食料品店やスーパーマーケット
などの店頭に並びます。私たちは、店頭にたくさん並んでいる食べ物のなかから選び、調
理して、食べています。 
 私たちは、毎日食事をして生活をしています。 
 そして、その食事は、生涯にわたって大切な心とからだを育み、次の世代を育んでいき
ます。 
 また、「地域の特性を生かした市町村食育推進計画づくりのすすめ」では、人、食、地
域（環境）の“つながり”に着目し、心や身体と食のつながり、地域の農産物と暮らしの
つながり、地域の人々の暮らしと食のつながりという観点から、食育基本法や食育推進基
本計画の関連する記述の整理が行われています（下の右図）。分野という部分からはじめ
るのではなく、なにが重要で、なにに取り組むかを考えるために、食の特徴を“つなが
り”でとらえることが提案されています。 
 食事とからだ、さらに地域や暮らしまでつなげて考えてみるための構造の整理は、これ
からの課題です。  


